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（百万円未満切捨て）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 513 △0.6 17 △79.7 17 △80.1 10 △82.5

2022年12月期第２四半期 516 14.6 87 △8.0 88 △1.6 60 △2.3

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第２四半期 3.99 3.88

2022年12月期第２四半期 22.92 21.79

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 1,517 1,404 92.6

2022年12月期 1,534 1,373 89.5

（参考）自己資本 2023年12月期第２四半期 1,404百万円 2022年12月期 1,373百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年12月期 － 0.00

2023年12月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 933 △13.3 △187 △205.9 △190 △223.4 △190 △289.8 △72.33

１．2023年12月期第２四半期の業績（2023年１月１日～2023年６月30日）

（１）経営成績（累計）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年12月期の業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期２Ｑ 2,655,370株 2022年12月期 2,632,682株

②  期末自己株式数 2023年12月期２Ｑ －株 2022年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期２Ｑ 2,640,680株 2022年12月期２Ｑ 2,629,590株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.３「１．当四半

期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明内容の入手方法）

　四半期決算補足説明資料「2023年12月期第２四半期決算説明資料」は、ＴＤｎｅｔで同日開示した後に当社ウェブ

サイトに掲載する予定です。また、当社は、2023年８月14日（月）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する

予定です。この説明会の動画及び当日配布する決算説明会資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載

する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間（2023年１月１日～2023年６月30日）における我が国経済は、雇用・所得環境が改善する

下で、各種政策の効果もあって、緩やかながらも景気は回復の動きが続きました。一方で、世界的に金融引締め等

が続く中、海外景気の下振れが我が国の景気の下押しするリスクとなっており、先行きは依然として不透明な状況

が続いております。

　消費者向け電子商取引（BtoC-EC）市場は、経済産業省による調査「令和３年度産業経済研究委託事業（電子商

取引に関する市場調査）報告書」によると、2021年は前年比7.35％増の20.6兆円となり、依然として高い成長率を

維持しております。また、EC化率（全ての商取引市場規模に対する電子商取引市場規模の割合）が前年比0.7ポイ

ント増の8.78％となるなど、BtoC-EC市場は依然として着実な成長を続けております。

　一方、クレジットカード番号等の情報を盗まれ不正に使われる「番号盗用被害」が急増している近年の状況を受

け、改正割賦販売法において、クレジットカード番号等の不正な利用を防止するために必要な措置を講じることが

義務化され、また、その実務上の指針となる、「クレジットカード・セキュリティガイドライン4.0版（クレジッ

ト取引セキュリティ協議会）」においては、非対面取引におけるクレジットカードの不正利用対策として、加盟店

に対して「属性・行動分析（不正検知システム）」等の方策をリスク状況に応じて導入することが求められるな

ど、不正対策に対する社会的要請はますます高まっております。

　このような事業環境のもとで、当社は「未来のゲームチェンジャーの『まずやってみよう』をカタチに」という

経営ビジョンを掲げ、当社の有するセキュリティ・ペイメント・データサイエンスの技術とノウハウをもとに、ア

ルゴリズム及びソフトウエアを開発・提供することで、企業の課題解決やチャレンジを支援する「SaaS型アルゴリ

ズム提供事業」を展開してまいりました。

　不正検知サービスにおいては、不正注文検知サービス「O-PLUX」について、転売対策に有効な加盟店横断型の買

い回り検知機能をリリースする等、機能拡充を進めるとともに、新たに、クレジットカード番号の規則性にしたが

って、他人の番号を割り出すことを目的としたクレジットマスター対策として、「不正チェッカー　クレマスプラ

ン」の提供を開始し、プロダクトの付加価値向上に努めました。その結果、当第２四半期累計期間の「O-PLUX」の

ストック収益額（定額課金である月額料金と審査件数に応じた従量課金である審査料金の合計額。「不正チェッカ

ー」を含む。）は373,544千円（前年同期比0.0％減）となりました。また、不正アクセス検知サービスにおいて

は、情報搾取の手段であるフィッシングメールやサイト、さらに搾取した個人情報で行うなりすましログインをワ

ンストップで対策できるフィッシング対策パッケージ「鉄壁PACK for フィッシング」の提供を開始しました。

　決済コンサルティングサービスにおいては、SaaS型BNPLシステムの受注獲得に努め、また、データサイエンスサ

ービスにおいては、データ分析案件の受注獲得に努めました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は513,159千円（前年同期比0.6％減）、営業利益17,721千円（前年

同期比79.7％減)、経常利益17,664千円（前年同期比80.1％減）、四半期純利益10,530千円（前年同期比82.5％

減）となりました。

　なお、当社はSaaS型アルゴリズム提供事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しておりま

す。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産は1,059,740千円となり、前事業年度末に比べ34,735千円減少いたし

ました。これは主に現金及び預金が32,099千円減少したことによるものであります。固定資産は457,700千円とな

り、前事業年度末に比べ17,815千円増加いたしました。これは主に投資その他の資産が42,364千円増加したことに

よるものであります。

　この結果、総資産は1,517,441千円となり、前事業年度末に比べ16,919千円減少いたしました。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は112,823千円となり、前事業年度末に比べ48,309千円減少いたしま

した。これは主に買掛金が8,820千円減少したことによるものであります。なお、固定負債はありません。

　この結果、負債合計は112,823千円となり、前事業年度末に比べ48,309千円減少いたしました。
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（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は1,404,617千円となり、前事業年度末に比べ31,390千円増加いた

しました。これは主に四半期純利益の計上により利益剰余金が10,530千円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は92.6％（前事業年度末は89.5％）となりました。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

32,099千円減少し、929,972千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそ

の要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得た資金は、22,853千円となりました。主な要因は、法人税等の支払額が17,941千円、その他流

動資産の減少額が19,764千円あったものの、税引前四半期純利益17,664千円の計上があったことによるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は、62,693千円となりました。主な要因は、無形固定資産の取得による支出36,960

千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得た資金は、7,740千円となりました。主な要因は、短期借入金の借入による収入9,000千円があ

ったことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年２月13日付で「2022年12月期決算短信」において公表いたしました2022年12月期通期の業績予想に変更は

ありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 962,072 929,972

売掛金 117,182 93,958

その他 15,221 35,809

流動資産合計 1,094,476 1,059,740

固定資産

有形固定資産 11,306 11,813

無形固定資産

ソフトウエア 349,519 327,886

ソフトウエア仮勘定 5,625 2,340

その他 924 786

無形固定資産合計 356,068 331,012

投資その他の資産

その他 92,510 134,377

貸倒引当金 △20,000 △19,503

投資その他の資産合計 72,510 114,874

固定資産合計 439,884 457,700

資産合計 1,534,360 1,517,441

負債の部

流動負債

買掛金 24,764 15,944

短期借入金 － 9,000

１年内返済予定の長期借入金 1,797 －

未払法人税等 23,314 11,431

賞与引当金 9,468 13,524

その他 101,789 62,923

流動負債合計 161,133 112,823

負債合計 161,133 112,823

純資産の部

株主資本

資本金 365,518 374,767

資本剰余金 541,729 550,978

利益剰余金 465,188 475,718

株主資本合計 1,372,436 1,401,464

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 791 3,153

評価・換算差額等合計 791 3,153

純資産合計 1,373,227 1,404,617

負債純資産合計 1,534,360 1,517,441

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 516,116 513,159

売上原価 160,967 171,697

売上総利益 355,148 341,462

販売費及び一般管理費 268,058 323,740

営業利益 87,089 17,721

営業外収益

受取利息及び配当金 139 173

経営指導料 1,800 －

貸倒引当金戻入額 － 496

その他 3 198

営業外収益合計 1,943 868

営業外費用

支払利息 33 15

その他 172 909

営業外費用合計 205 925

経常利益 88,827 17,664

税引前四半期純利益 88,827 17,664

法人税、住民税及び事業税 13,866 7,014

法人税等調整額 14,687 119

法人税等合計 28,554 7,134

四半期純利益 60,273 10,530

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 88,827 17,664

減価償却費及びその他の償却費 43,086 47,267

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,311 4,055

受取利息及び受取配当金 △139 △173

支払利息 33 15

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △496

売上債権の増減額（△は増加） 18,453 19,633

棚卸資産の増減額（△は増加） △46 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,150 △19,764

仕入債務の増減額（△は減少） △13,746 △8,820

その他の流動負債の増減額（△は減少） △23,543 △19,157

その他 － 413

小計 114,764 40,637

利息及び配当金の受取額 139 173

利息の支払額 △33 △15

法人税等の支払額 △14,022 △17,941

営業活動によるキャッシュ・フロー 100,847 22,853

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,090 △2,858

無形固定資産の取得による支出 △1,800 △36,960

投資有価証券の取得による支出 △50,354 △23,183

その他 － 308

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,244 △62,693

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 9,000

長期借入金の返済による支出 △2,142 △1,797

株式の発行による収入 1,520 537

財務活動によるキャッシュ・フロー △621 7,740

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 45,981 △32,099

現金及び現金同等物の期首残高 800,647 962,072

現金及び現金同等物の四半期末残高 846,628 929,972

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会計基準

適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27‐２項に定める経

過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとい

たしました。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自 2022年１月１日　至 2022年６月30日）

当社は、SaaS型アルゴリズム提供事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自 2023年１月１日　至 2023年６月30日）

当社は、SaaS型アルゴリズム提供事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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